
新潟県 朝日村 

日本海沿岸東北自動車道中条ＩＣ
から国道7号経由60分 

評価のポイント 

事例の概要  

新潟県 朝日村（あさひむら） 国勢調査人口 （単位：人） 

（単位：％） 

　少子高齢化の進行、都市への人口流出、地域産業の

停滞等、過疎化が進む中で、このままでは生まれ育った

集落がなくなると危機感を持った有志により、「高根

フロンティアクラブ」が平成8年に結成された。 

 

　ひまわりフェスティバル（平成10年度から）や収穫祭

（平成12年度から）、食と器の文化祭（平成18年度か

ら）等の各種イベントの開催により、年々活動範囲を

広げている。また、イベントに地域住民が参加するこ

とによって、集落に活力が生まれ、失われつつあった

地域コミュニティの再生につながっている。 

 

　平成15年度に開設された廃校を活用した農家レス

トランは、地元食材をふんだんに用いた郷土料理を

提供しており、土日祝日のみの営業にも関わらず年

間3,500人の利用客を集めている。 

新潟県 朝日村　高根フロンティアクラブ 

高根の生活が楽しくなるような「ふるさと元気づくり」 

廃校となった小学校を再生し、食堂IRORIを開店。 

天蓋高原交流広場のひまわり畑を背景に、各種イベントを行うひまわり 
フェスティバル。 
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昭和35年 昭和45年 平成2年 平成7年 平成12年 

17,702 14,829 13,014 12,837 12,125

平成17年 

11,489

人口増減率 

交通のご案内 

高齢者・若年者比率（17年） 

H17/S35

△35.1

H17/S45

△22.5

H7/H2

△1.4

H12/H7

△5.5

H17/H12

△5.2

高齢者比率 

 若年者比率 

31.5％ 

13.2％ 

自動車 高根フロンティアクラブ 

〒958－0211 
新潟県岩船郡朝日村大字高根480

TEL.0254-73-0298（事務局） 

ＪＲ羽越線村上駅からバス50分
（高根行） 

鉄　道 

新潟空港から車で90分 飛行機 

団体連絡先 

茶碗や箸、敷物など食に関わる手仕事のものづくりをテーマと
して、山のおいしさ学校や食と器の文化祭を開催。 

どぶろくの特区の認定を受け、平成17年からどぶろくの醸造を
開始。 

収穫祭の様子。山芋掘り、きのこ採りの収穫体験等を通して地域
住民間のコミュニケーションを図ると共に、他地域からの参加者
との交流を行う。 

少子高齢化の進行、都市への人口流出、地域産

業の停滞等、過疎化が進む中で、このままでは生ま

れ育った集落がなくなると危機感を持った有志に

より、自らの手で地域の自然を守り、自らで地域を

変えていこうと「高根フロンティアクラブ」が結成

された。 

同クラブは、「元気づくり計画五つの柱」に基づき、

高根らしいイベント、天蓋高原の観光農園、森の里

づくり、小学校の再生、新しい特産品づくりの各計

画に基づき、高根の豊かな資源を活かしながら、地

域に密着したかたちで活動している。特にイベント

については、平成10年度からひまわりフェスティバ

ル、12年度から収穫祭、さらに昨年度からは食と器

の文化祭等、年々その数を増やし、活動の輪を広げ

ている。 

平成15年には会員の手作りにより、地域の象徴

であった小学校（廃校）を再生利用した農家レスト

ランを開設。メニューは、コシヒカリ、そば、イワナ、

山菜など自分たちの集落で調達できる食材にこだ

わって作る郷土料理となっている。レストランは、

土日祝日のみの営業にもかかわらず、年間3，500

人の利用客があり、地域の顔となっている。また、

構造改革特区の認定を受け、農家レストランではど

ぶろくの製造を行っている。さらに地元酒造会社と

の連携による地元農産物との雪中貯蔵など様々な

取り組みを実施し、地域活性化に貢献している。 

中山間地域における典型的な若者・中堅層有志

による地域づくり組織である同クラブは、コミュニ

ティ・レストランの運営、体験交流、商品開発等によ

り、雇用のみならず、地元住民の生きがいや地域の

活力を創造しており、その活動パフォーマンスは著

しく高い。このような点が評価の対象となった。 
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